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/市民と¥
i市長の8)

4月 3日(月)午前 9時

から正午まで市役所 3

階市長室で行います。

お気軽にどうぞ。

三
月
定
例
市
議
会

市
長
施
政
方
針
か
ら
:
・

:
:
2
1
5

-
保
育
園
で
「
ひ
な
祭
り
」

小
泉
保
育
園
で
は
三
月
三
日
、
「
ひ
な
祭
り
」

を
行
い
ま
し
た
。
お
ひ
な
さ
ま
を
飾
っ
た
前
で
、

歌
を
歌
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
り、

三
月
生

ま
れ
の
園
児
を
祝
う

(1
写
真
)
な
ど
し
て
、

日
本
の
伝
統
的
な
行
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

容
一苦
し
い
で
す
国
保
財
政
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
6
・
7

同
一
地
区
別
「
市
長
と
語
る
会
」
を
開
催
:
・
:
:
:
8
・

9

十
位

一

主
一
市
民
ガ
イ
ド
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
凶
j
日



市
長
施
政
方
針

施
政
方
針
を
述
べ
る

永
野
市
長
(
中
央
)

一
元
年
度
-一一畠

般
1込
主主

計
予
算
案
223 
億
円

(万円未満四捨五入)

区 介 当初予算額 構成比

市 手見 131億8，899万円 59.0% 

地方譲与税 6億2，000万円 2.8 

歳 地方交付税 13億5，000万円 6.0 

介担金負担金 6億4，309万円 2.9 

使用料手数料 4億 77万円 1.8 

国庫支出金 17億6，684万円 7.9 

県支出金 9億9，873万円 4.5 

繰 入 金 3億 79万円 1.4 

諸 収 入 13億9，521万円 6.2 

入 市 債 8億4，010万円 3.8 

そ σ〉 イ也 8億4，610万円 3.8 

計) 2231意5，063万円 100.0 

市港 務 費 27億9，050万円 12.5% 

民 生 費 471意5，309万円 21.3 

歳 衛 生 費 151意2，742万円 6.8 

農林水産業費 17憶3，846万円 7.8 

高 工 費 16億2，698万円 7.3 

土 木 費 34億7，195万円 15.5 

i自 防 費 7億 701万円 3.2 

教 二同左" 費 26億5，988万円 11 .9 

出 公 債 費 24億8，771万円 11 . 1 

そ の イ也 5億8，763万円 2.6 

計) 223億5，063万円 100.0 

-主な一般会計は…

[2] 

三
月
定
例
市
議
会
が
三
月
一
日
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
市
議
会
は
、
三
月
二
十
二

日
ま
で
二
十
二
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま

す
。
今
回
は
、
六
十
三
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
案
、
平
成
元
年
度
一
般
会
計
予
算

案
な
ど
四
十
三
議
案
が
提
案
・
審
議
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
回
は
市
長
施
政
方
針
の
中
か
ら
、
平

成
元
年
度
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
、
こ
れ

か
ら
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
事
業
、
施

策
に
つ
い
て
、
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

-特別会計は・・・

広報うえだ 1.3.16 

1.0% 

100.0 

構成比

2.6 

17.3 

0.4 

36.2 

0.3 

1.0 

1.9 

36.9 

2.4 

当初予算額

11意2，170万円

4，803万円

44憶5，777万円

3，821万円

|億2，057万円

2億3，728万円

45億5，611万円

3億 43万円

3憶し850万円

21億3，321万円

123億3，182万円

名

事業

塩田有線事業

国民健康保険事業

交通災害共済事業

福祉事業センタ一事業

産院事業

老人保健事業

農業集落排水事業

同和住宅貸付事業

公共下水道事業

計)

計

取得土地

ム一
A



高速交通課を設置

|高速交通 |

4月から

上
信
越
道
の
中
心
く
い
打
ち
式
(
昨
年
6
月
)

渋滞解消に

上田都市環状道路

|建設 |

ー;
一マ
上
田
都
市
環
状
道
路
は
、
九
路
線

一

道

路

一

-一
を
通
る
総
延
長
二
十
八
・
五
キ
ロ
。

上
田
市
の
外
環
状
線
道
路
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も

の
で
す
。
今
回
、
下
之
条
か
ら
下
之
郷
聞
の
約
五

キ
ロ
に
つ
い
て
、
地
元
の
ご
理
解
に
よ
り
全
区
聞

の
現
地
立
入
測
量
の
同
意
が
得
ら
れ
、
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

マ
上
回

・
篠
ノ
井
バ
イ
パ
ス
国
の
第
十
次
道
路

整
備
五
か
年
計
画
に
も
事
業
着
手
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
一
日
も
早
く
都
市
計
画
決
定
が
さ
れ

事
業
化
さ
れ
る
よ
う
、
さ
ら
に
強
力
な
運
動
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

昨
年
十
二
月
、
上
田

一上
信
越
道
一し

イ
ン
タ
ー
の
型
式
発
表

が
あ
り
、
長
自
一同
地
区
に
立
体
Y
型
の

イ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
が
確

定
し
、
ア
ク
セ
ス
道
路
も
国
道
一
四

四
号
線
と
立
体
交
差
で
接
続
す
る
よ

う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
二
月
に
は
、

イ
ン
タ
ー
部
分
へ
の
路
線
測
量
作
業

立
ち
入
り
に
つ
い
て
条
件
付
き
で
容

認
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
本

マ
上
田
駅
大
星
線
六
十
三
年
度
で

上
田
バ
イ
パ
ス
か
ら
北
小
学
校
校
門

ま
で
の
片
側
を
車
道
と
歩
道
に
分
離

す
る
改
良
工
事
が
終
わ
り
ま
す
。
今

後
も
早
期
完
成
に
向
け
努
力
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

マ
大
手
町
下
郷
線

上
田
城
跡
公
園

と
中
心
商
庖
街
を
結
ぶ
道
路
と
し
て
、

自
治
会
を
中
心
と
す
る
自
主
防
災
し
、
消
防
機
関
と
一
体
と
な
っ
た
防

組
織
、
婦
人
消
防
隊
、
幼
少
年
消
防
災
体
制
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

ク
ラ
ブ
、
民
間
事

コ
引
引

l
J引
い

:

-

一

昨

年

四

月

発

一
消
防
・
防
災

一

業
所
の
自
衛
消
防

仁
川
川
ド
ル
げ
け
に

生
し
た
大
規
模
山

隊
な
ど
が
組
織
さ

防

災

体

制

を

育

成

強

化

林
火
災
を
教
訓
に
、

れ
て
い
ま
す
。

こ

上

小

広

域

消

防

を

れ
ら
の
組
織
が
有
機
的
に
行
動
で
き
中
核
と
し
た
広
域
的
な
応
援
体
制
の

る
よ
う
積
極
的
に
育
成
強
化
を

推

進

整

備

を

促

進

し
ま
す
。

道
路
公
団
で
は
早
速
路
線
測
量
に
と

り
か
か
り
、
本
線
と
歩
調
を
あ
わ
せ

設
計
協
議
に
入
れ
る
よ
う
鋭
意
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
も
、
上
信
越
自
動
車
道

の
早
期
建
設
を
図
る
た
め
、
四
月
か

ら
執
行
体
制
の
面
で
新
た
に
高
速
交

通
課
を
設
置
し
て
担
当
職
員
の
強
化

を
図
り
、
事
業
促
進
に
向
け
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

早
期
に
整
備
を
終
え
る
よ
う
努
力
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

マ
路
上
パ
ー
キ
ン

グ
制
度

上
田
市

で
も
、
こ
の
四
月
か
ら
実
施
の
予
定

で
、
県
公
安
委
員
会
で
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
海
野
町
通
リ
に
三
十
一

台、

J

R
上
田
駅
前
広
場
の
北
側
に

五
台
の
計
三
十
六
台
を
予
定
。

・1
0

・4
一マ

上
水
道

石
舟
給

上
・
下
水
道
一

':・
1

一
水
系
統
は
、
将
来
の

水
需
要
の
増
加
に
対
応
で
き
る
よ
う

基
本
計
画
を
作
成
す
る
と
同
時
に
、

|市制70周年記念事業 |

整
備
新
幹
線
は
、

地

一
新
幹
線
一

-
↑
;

し
域
の
活
性
化
は
も
と
よ

り
、
一
日
行
動
圏
の
拡
大
と
大
幅
な

時
間
短
縮
な
ど
、
沿
線
地
域
に
計
り

知
れ
な
い
メ
リ

ッ
ト
が
生
じ
ま
す
。

あ
と
二
年
半
以
内
に
結
論
を
得
る
よ

う
に
な

っ
て
い
る
軽
井
沢
・
長
野
聞

か
、
整
備
計
画
ど
お
り
の
フ
ル
規
格

に
よ
る
標
準
軌
新
線
で
建
設
さ
れ
る

よ
う
強
く
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

下
水
道
の
普
及
と
土
地
開
発
に
対
応

で
き
る
管
網
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

マ
公
共
下
水
道

第
一
・
二
期
の
未

整
備
区
域
の
工
事
を
継
続
し
て
進
め

ま
す
。
管
き
ょ
関
係
で
は
補
助
路
線

の
上
塩
尻
、
秋
和
地
区
を
重
点
的
に

進
め
、
さ
ら
に
上
川
原
柳
、
材
木
町
、

常
入
の
一
部
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

単
独
工
事
で
は
緑
が
丘
、
新
田
を
は

じ
め
、
年
明
け
に
供
用
可
能
と
な
っ

た
産
業
道
路
東
側
の
面
整
備
(
各
家

庭
へ
接
続
す
る
工
事
)を
進
め
ま
す
。

広報うえだ、1.3.16 

イヘン卜

盛りだくさん

一
二
世
紀
に
向
か
っ
て
個
性
と
魅
力
あ
る
創
造
の
ま

ち
上
田
の
出
発
点
に
と
い
う
こ
と
で
、
市
民
参
加
に
よ

る
各
種
の
記
念
事
業
と
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

記
念
事
業
の
実
施
期
間
は
、
四
月
か
ら
十
一
月
末
ご

ろ
ま
で
。
四
月
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
に
始
ま

山
、

j
F

内

リ
、
五
月
の
「
流
鋼
馬
」
、有
名
高
校
野
球
チ
ー
ム
の
招

待
試
合
、
上
小
の
郷
土
芸
能
大
会
、
市
民
ふ
れ
あ
い
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
盛
リ
だ
く
さ
ん
。

[31 



上田リサーチパーク

造成工事に着手

今、
商
業
の
大
き
な
課
題
は
、

一商

業

一一
一
心
山
街
地
の
活
性
化
で
す
。

山
は
、
天
神
一
丁
目
と
中
央
二
丁
目
の
市
街

地
再
開
発
と
上
田
市
総
令
交
通
地
設的佐
伯
計

幽
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
商
工
会
議
所
が

策
定
し
た
商
業
近
代
化
計
画
と
も
接
合
性
を

図
り
な
が
ら
研
究
討
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

駅
前
再
開
発
は
平
成
元
年
度
、
駅
北
口
地

区
一
・
四
h
に
つ
い
て
、
事
業
計
画
モ
デ
ル

の
修
正
な
ど
の
市
街
地
内
開
発
等
調
査
お
よ

び
自
由
通
路
の
実
施
計
画
を
予
定
し
て
お
り

早
期
都
市
計
画
決
定
、
↑
卒
業
若
手
が
で
き
る

農
業
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー
の
大
型
育
苗

ハ
ウ
ス

高度情報化 |

POSシステムの
営業を開始

マ
側
テ
レ
コ
ム

・
ユ
ー

で
は
、
異
業

種
共
同

P
O
S
(販
売
時
点
情
報
管

理
)
シ
ス
テ
ム
の
実
験
山
と
し
て
、

六
庖
舗
で
運
用
実
験
を
実
施
中
で
あ

り
、
新
年
度
に
営
業
を
開
始
し
ま
す
。

マ
デ
ー
タ
通
信
「
猿
飛
く
ん」

は、

現
杭
六
か
所
に
端
末
機
を
設
置
し
て

い
ま
す
が
、
平
成
元
年
度
に
は
端
末

農業集落排水事業

下組で供用開始に

ー一
一v
農
業
振
興
地
域
の
見

一農

業

一
し
直
し

国

県

と

の

協

議
も
終
わ
り
、
認
可
を
受
け
る
段
階

に
。
今
後
は
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、

県
営
お
よ
び
団
体
営
に
よ
る
は
場
整

備
を
は
じ
め
、

畑
地
帯
の
総
合
的
な

土
地
改
良
事
業
な
ど
各
種
の
土
地
基

盤
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

マ
農
業
バ
イ
オ
セ

ン
タ
ー

花
井
で

は、
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス

の
既
存
の
品
種
、

機
を
上
田
市
の
ほ
か
丸
子
町
、
東
部

町
、
坂
城
町
に
も
増
設
し
、
地
域
の
情

報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
ま
す
。

マ
図
書
館
情
報
の
シ
ス

テ
ム
化
は
、

昭
和
六
十
三
年
か
ら
四
か
年
計
画
で

移
行
作
業
を
進
め
て
お
り
、
本
年
十

月
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
を
稼
動
す
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。

ょ
う
努
力
し
ま
す
。

J
-v
東
塩
田
林
間
工
業
団
地
は、

一
工

業

一-一
二
十
七
区
画
が
完
売
さ
れ
、
す

で
に
二
十
一
社
が
操
業
し
て
お
り
、
さ
ら
に

隣
接
地

へ
の
工
場
の
拡
張
な
ど
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

マ
県
営
ミ
ニ
工
業
団
地
は
、
小
泉
工
業
団
地

へ
の
立
地
企
業
が
昨
年
十
月
に
工
場
の
建
設

に
着
手
し
て
お
り
、
来
年
五
月
の
全
面
移
転

を
目
指
し
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

マ
西
上
田
工
業
団
地
は
用
地
買
収
も
完
了
し
、

本
年
三
月
末
に
造
成
工
事
が
完
了
し
だ
い
立

|環境 |

紛じん問題の

解決に向けて

白
色
系
新
品
種
の
芽
を
育
成
し
、
生

産
者
へ
配
布
を
急
い
で
い
ま
す
。
巨

峰
や
ぶ
ど
う
は
、
フ
ィ
ル
ス
フ

リ
ー

(病
原
菌
に
お
か
さ
れ
て
い
な
い
状

態
の
こ
と
)
化
し
た
と
思
わ
れ
る
数

種
を
本
年
度
か
ら
増
殖
を
始
め
る
予

定
で
す
。

マ
農
業
集
落
排
水

事

業

下

組

地
区

の
排
水
施
設
が
完
成
し
、
四
月
か
ら

供
用
を
開
始
し
ま
す
。
仁
古
田
地
区

上
田
市
で
も
独
自

一
脱
ス
パ
イ
ク
一

o
t
-
-

一
の
対
策
を
講
じ
な
が

ら
、
一
日
も
早
く
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

使
用
に
よ
る
紛
じ
ん
問
題
の
解
決
に

努
め
た
い
と
考
え
ま
す
。
現
在
ま
で

の
と
こ
ろ
、
市
内
の
装
着
率
は
前
年

同
期
と
比
較
し
て
二

O
%も
の
低
下

を
し
て
お
り
、
こ
れ
も
ド
ラ
イ
バ

ー
地
企
業
に
引
き
渡
さ
れ
、
引
き
続
い
て
工
場

の
建
設
に
着
手
さ
れ
る
予
定
で
す
。

マ
浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構
想

上
回
リ
サ
ー

チ
パ
ー
ク
計
画
の
用
地
買
収
は
、
関
係
す
る

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
三
月
ま
で
に
は
お

お
か
た
の
皆
様
と
買
収
の
契
約
が
で
き
る
か

と
思
い
ま
す
。
県
土
地
開
発
公
社
で
は
、
平

成
元
年
度
に
は
造
成
工
事
に
着
工
で
き
る
よ

う
実
施
計
画
書
の
作
成
を
急
い
で
い
ま
す
。

計
画
面
積
は
当
初
の
五
十
一
凶
か
ら
五
十
六

h
に
な
り
、
工
業
ゾ
ー
ン
、
ソ
フ
ト
ゾ

l
ン

な
ど
を
配
置
し
ま
す
。

【4]広報うえだ 1.3.16 

は
新
年
度
か
ら
管
路
の
埋
設
工
事
に

着
手
し
、
早
期
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

一ト
，
j
i
ll

-一

林
道
網
、
除
間
伐
な

一6
1

1
i

一
ど
の
事
業
を
進
め
、
森

林
の
整
備
を
図
り
ま
す
。
市
民
の
森

は
昭
和
四
十
四
年
に
市
制
五
十
周
年

記
念
事
業
と
し
て
着
手
し
て
以
来
、

多
く
の
施
設
が
完
成
し
て
い
ま
す
が
、

新
年
度
は
市
制
七
十
周
年
記
念
植
樹

祭
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

の
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

一l
i

-

-

一

河
川

へ
の
ご
み
な

一可

H
乃
争
七
一

一
.. 1
1
(
ぺゾイ
s

一
ど
の
不
法
投
棄
の
防

止
、
千
ど
も
た
ち
に
よ
る
水
生
生
物

の
調
査
や
魚
の
放
流
、

地
域
ぐ
る
み

で
の
河
川
清
掃
、
河
川
愛
護
団
体
な

ど
の
協
力
に
よ
っ
て
、
河
川
美
化
へ

の
関
心
が
高
ま
る
よ
う
努
め
ま
す
。



昨
年
の
「
健
康
づ
く
り
市
民
の
つ
ど
い
」

ガ
ス
燈
・
野
外
彫
刻
も

ア

卜
口

ド

|教育 |

健康レジャー型の

室内プールを建設

在宅福祉

サービスの充実

福祉・社会 |

マ
歴
史
の
散
歩
道
昭
和
六
十
三
年

度
は
、
上
田
高
校
堀
端
と
市
庁
舎
敷

地
東
側
、
上
田
城
跡
公
園
入
口
道
路

沿
い
部
分
の
技
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

新
年
度
は
第
二
中
学
校
か
ら
中
央

一

番
街
交
差
部
分
ま
で
の
南
側
歩
道
を

学
校
施
設
の
充
実
と

一学
校
教
育

一し
て

学

級

数

の

増
加

に
伴
う
第
五
中
学
校
の
校
舎
増
築
、

第
二
中
学
校
の
屋
内
体
育
館
大
規
模

改
造
。
さ
ら
に
豊
殿
小
学
校
プ
!
ル

の
全
面
改
築
、

神
科
小
学
校
の
高
学

年
用
プ
l

ル
の
増
設
な
ど
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

学
校
給
食
の
米
飯
週
三
回
実
施
は
、

第
一
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
実
施
の

メ
ド
が
立
ち
ま
し
た
の
で
、
平
成
元

年
度
か
ら
実
施
し
た
い
と
い
う
こ
と

で
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
審
議
会

マ
生
活
用
具
給
付
事
業
要
介
護
老

人
を
抱
え
る
家
庭
の
負
担
が
過
重
と

な
ら
な
い
よ
う
、
寝
た
き
り
・
痴
呆

性
老
人
短
期
保
護
事
業
の
充
実
を
図

り
な
が
ら、

情
勢
に
対
応
し
た
生
活

用
具
給
付
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

マ
ホ
ー
ム
ケ
ア
促
進
事
業
新
年
度

の
新
規
事
業
。
寝
た
き
り
老
人
な
ど

と
家
庭
介
護
者
を
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
に
短
期
間
入
所

・
宿
泊
さ
せ
、

寝
た
き
り
老
人
な
ど
に
は
日
常
動
作

カ
ラ
ー
舗
装
化
す
る
と
と
も
に
、
ア

ン
テ
ィ

ッ
ク
な
町
並
景
観
造
り
を
目

指
し
て
ガ
ス
燈
の
設
置
、

野
外
彫
刻

な
ど
を
展
示
。

こ
れ
は
市
制
七
十
周

年
記
念
事
業
の
ア

l
ト
ロ

ー
ド
と
し

て
位
置
づ
け
、
建
設
す
る
も
の
で
す
。

へ
諮
問
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

市
民
の
学
習
意
欲
が

一本
会
体
育

-

l

l

一高
ま
っ
て
い
る
現
在
、

行
政
も
多
様
な
学
習
需
要
に
応
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
リ
ま
せ
ん
。
本
年

は
、
生
涯
教
育
基
本
構
想
の
作
成
を

柱
に
、
「
公
民
館
を
拠
点
に
し
た
上
田

市
の
生
涯
学
習
計
画
」
を
作
り
、
生

涯
学
習
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

部
落
差
別
を
は
じ
め

一
同
和
教
育

一
ー:
一世
の
中
の
あ
ら
ゆ
る
差

別
を
な
く
す
た
め
、
学
校
同
和
教
育
、

社
会
同
和
教
育
を
間
わ
ず
、
明
る
い

訓
練
と
介
護
の
受
け
方
指
導
を
、
介

護
者
に
は
介
護
実
習
を
行
い
、
在
宅

生
活
の
支
援
を
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。

マ
保
健
予
防
母
子
保
健
、
成
人
保

健
、
各
種
集
団
検
診
、
予
防
接
種
な

ど
健
康
を
守
る
た
め

の
施
策
を
積
極

的
に
進
め
ま
す
。
六
十
三
年
度
に
国

の
ヘ
ル
ス

パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
事
業

の
指
定
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
健
康

教
育
、
体
力
増
進
に
関
す
る
事
業
な

マ
上
田
城
跡
公
園
史
跡
に

ふ
さ
わ

し
い
外
灯

の
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
城
跡
全
体
を
桜
を
中
心
と
し
た

庭
園
と
し
て
植
栽
坐
備
し
ま
す
。

マ
信
州
の
鎌
倉

自
然
と
の
ふ
れ
あ

い
を
求
め
て
登
山
者
が
増
加
し
て
い

街
づ
く
リ
を
目
指
し
た
人
権
尊
重
を

積
極
的
に
進
め
ま
す
。

市
制
七
十
周
年
記
念

一社
会
教
育

-

十

(
一
事
業
の

一
環
で
計
画
中

の
室
内
プ
ー
ル
は
、
民
間
の
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
に
調
査
を
委
託
し
、
そ
れ

ら
の
調
査
書
を
参
考
に
ス
ポ
ー
ツ
振

興
審
議
会
に
諮
問
し
、
そ
の
答
申
に

基
づ
き
秋
和
地
区
の
終
末
処
理
場
西

側
に
建
設
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

規
模
な
ど
は
現
在
内
部
調
査
中
で
す

が
、
相
当
大
規
模
な
健
康
レ
ジ
ャ

ー

型
の

プ
ー
ル
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ど
に
よ
り
、
市
民
の
健
康
管
理
と
疾

病
予
防
対
策
、
医
療
費
の
軽
減
に
努

め
ま
す
。

マ
婦
人
問
題
広
く
婦
人
の
声
を
反

映
さ
せ
る
た
め
婦
人
行
動
計
画
策
定

委
員
会
を
設
け
、
長
期
的
展
望
の
も

と
に
「
婦
人
行
動
計
画
」
を
策
定
し

ま
す
。
ま
た
、
社
会
課
の
高
齢
者
婦

人
係
を
分
け
、
高
齢
者
福
祉
係
と
婦

人
係
と
し
、
婦
人
の
社
会
参
加
の
た

め
の
対
応
を
考
え
ま
す
。

る
独
鈷
山
の
登
山
道
の
整
備
と
、

別

所
温
泉
観
光
駐
車
場
へ
英
文
併
記
の

観
光
案
内
板
を
設
置
し
て
温
泉
観
光

地
の
振
興
を
進
め
ま
す
。

広報うえだ 1.3.16 

h
F
ア
l
ト
ロ

l
ド
と
し
て
整
備
す
る

大
手
町
通
り
(
市
役
所
付
近
で
)

[ 5] 



保
険
税
の

納
期
内

完
納

病
気
や
け
が
で
お
医
者
さ
ん
に
か

か
っ
た
と
き
、
そ
の
医
療
費
を
負
担

し
て
い
る
の
が
「
国
民
健
康
保
険
」

で
す
。

こ
の
医
療
費
は
、
国
保
被
保
険
者

が
お
医
者
さ
ん
の
窓
口
で
支
払
う
一

部
負
担
金
、
固
か
ら
の
補
助
金
、
そ

し
て
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く

保
険
税
に
よ
っ
て
賄
っ
て
い
ま
す
。

上
田
市
で
み
た
一
人
当
た
り
の
保

険
税
と
医
療
費
は
、
左
図
の
よ
う
に

年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
保
険
税

は
国
保
の
重
要
な
財
源
で
す
。
滞
納

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
納
期
内
に

完
納
さ
れ
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い

。

ご
協
力
く
だ
さ
い

増え続ける医療費

仁コ 1人当たリ医療費・・I1人当たり保険税収入

)Jド1

18 

17 

16 

15 

13 

12 

14 

6 

5 

3 

2 

4 

1 

お
医
者
知
ら
ず

だ
っ
芝

υ
%

62 

一
健
康
で
い
る
か
ら
、
お
医
者
さ

ん
に
か
か
ら
な
い

」
と
い
う
人
は

保
険
税
は
高
い
と
感
じ

て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
昭
和
六
十
二
年

度
に

一
度
も
お
医
者
さ
ん
に
か
か
ら

な
か

っ
た
人
は
、

全
体
の
わ
ず
か
四
・

七
%
。
大
部
分

の
人
は
、
凶
保
か
ら

医
療
給
付
を
受
け
て
い
る

の
で
す
。

例
え
ば
、
一
か
月
入
院
し、

そ
の

医
療
仰
はが

二
十
万
円
だ

っ
た
と
し
ま

す
。

こ
の
場
合
、
三
割

(
温
職
被
保

険
者
な
ど

の
人
は
二
割
、
老
人
は

一

日
四
百
円
)
を
支
払
い
、

残
リ
は
凶

保
が
負
拘
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
国

保
に
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
自
分
で

全
額
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
一
部
負
担
金
が
五
万
四

千
円
(低
所
得

の
人
は
三
万
円
)を
超

え
れ
ば
、
申
請
に
よ
り
高
額
医
療
貨

と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り

一
か
月
五
万
四
千
円

(
ま
た
は
三
万

円
)
あ
れ
ば
安
心
し
て
治
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。

61 60 59 58年度

大
切
な

日
ご
ろ
の
健
康
管
理

近
年
は

め
ざ
ま
し
い
医
療
技
術

の
進
歩
に
よ
リ
、

医
療
費
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
相
互

補
助
を
目
的
と
し
た
国
保
財
政
は
非

常
に
厳
し
い
も
の
に
な
り
ま
す
。
医

療
行
い
か
増
え
、
そ
れ
に
よ

っ
て
生
じ

る
不
足
傾
は
、
保
険
税
を
引
き
上
げ

て
州、
つ
よ
う
国
は
指
導
し
て
い
ま
す

の
で
、
毎
年
保
険
税
を
引
き
上
げ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
で
は
、
皆

さ
ん
の
負
判
が
さ
ら
に
増
え
て
し
ま

い
ま
す
。

こ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
市
民

一
人
ひ

と
り
が
各
種
検
診
を
積
極
的
に
受
け

る
と
と
も
に
、

日
ご

ろ
か
ら
健
康
に

十
分
討
を
つ
け
る
こ
と
が
一
番
で
す
。

r6J 広報うえだ 1.3.16 

い
ろ
い
ろ
事
情
も

あ
る
で
し
ょ
う
、
ガ

保
険
税
の
収
納
率
は
、

昭
和
六
十

二
年
度

(
現
年
度
分
)
で、

前
年
度

と
比
較
し
て
一

・
O
八
%
上
が
り
ま

し
た
。
と
は
い

っ
て
も
、
国
保
財
政

が
苦
し
い

こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。

国
保
財
政
を
維
持
し
て
い

く
た
め

に
は
、
保
険
税
の
完
納
が
不
可
欠
で

す
。

い
ろ
い
ろ
事
情
の
あ
る
か
た
も

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
と

も
保
険
税
を
納
期
内
に
納
め
る
よ
、
っ
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



国保で給付を受ける

ことので、きないものと

して、次のものがあり

ま すのでご注意くださ

p。

美容整形、正常分娩、

歯並びの矯正、何の症

常もないのに受ける検

査や健康診断など病気

で ないもの。また、ケ

ンカや酔tっぱらってケ

ガをしたり、犯罪 行為

による病気やけがなど、

お よび労災の適用 があ

る場合などです。

異動シーズン

国保の届け出
お忘れなく

こオLから 4月に かけ

ては 、卒業 ・進学 ・就

職・退職と異動の多い

時期です。

国保 に つ い て も 、資

格の取得、喪失の届け

出などは早めにお願い

します。

もし、届け出が遅れ

れば、病気やけがをし

てお医者さんにかかっ

ても 、 適用 されないこ

ともありますので、

注 意 くだ さい。

[7) 広報うえだす.3.16 

(市役所支所への申請には保険証認め印¥

口座番号のわかるものをご持参ください。 ノ

こんなとき 受けられる給付 フ会F芝Z 件 な ど

養療
.病気やけがをしたとき。 かかった費用の 7割を国保 国保を取扱っている病院

.歯の治療を受けたとき。 が負担 診療所(医院)へ保険証を握

の 〈退職被保険者本人は国保 示する。

給付 負担 8割、その被扶養者は

国保負担 7割(入院 8割 ))

.1か月に54，000円以上の 54，000同を超えた分につい 同じ人が同じ月内に 、同じ

医療費を払ったとき。 て、申請によリあとで払い 病院に54，000円以上の自己

もどされます。 負担金を支払ったとき。
※ 

.1か月に1つの世帯で2人 合算して54，000同を超えた 1つの世帯で 国保加入者

以上がそれぞれ30，000同 分について‘申請により、あ の 2人以上の人が、 同じ月

費言療養

以上の医療費を払ったと とで払いもどされます。 内にそれぞれ30，000円以上

き。 の自己負担金を支払ったとき。

.過去12か月以内に54，000 4回目以降は 1か月30，000 12か月以内に54，000円以上

円以上(合算でも)の医療 円を超えた分についで 、あ の自己負担金を 4回以上支

費を4回以上支払ったとき。 とで払いもどさ才1ます。 払ったとき。

.血友病、人工透析の必要 自己負担が 1か月10，000円 国保の認定を受けて特定疾

な慢性胃炎で、高額の治 までとなります。 病療養受療証を受け取リ、

療を長期間続けなければ 受診時にそれを保険証とい

ならないとき。 っしょに医療機関で提示。

.や，むをえない理由で保 かか った費用について国保 実際にやむをえなかったか

険証をもたずに治療を受 が審査し 決定した額の 7 どうか 、国保で審査をしま

※ 
けたとき。 劃があとで払いもどされま す。

2 .あんま、ハリ 灸、マッ す。〈退職被保険者本人の場 保険医の同意書が必要です。

サージの施術を受けたと 合は 決定した額の 8割、 ただし 柔道整復師の施術

療養費

き。柔道整復師に施術を その被扶養老は 7割 (入院 の場合は、不要です。

受けたとき。 8割)が払いもどされます〉

.輸血のための生血代やコ 保険医の証明書が必要です。

の jレセ ット ギブスなどの 一号待
支給

補装異代など。 r~ 
.基準看護を行っていない

，ー・ w ・1 

保険医の指ホがあった場合

病院で、伺き添い看護が のみ。事前に国保の承認を

必要になったとき。 0lJQ 受けてください。

.重病人の入院、転院などで

移送が必要なとき(車代)。

-子どもが生まれたとき。 助産費が支給されます。 1分娩 130，000同

そ .被保険者が亡くなられた 葬祭賛が支給されます。 20，000同

の とき。

イ也 .子どもが生まれ、その子 育児手当が支給されます。 6、000円

を育てたとき。

注1高額療養費の場合 、市民税非課税世帯にあっては54，000円を30，000同 30，000同を

21，000同と読み替えてく ださい。

注2※ 1と※ 2の支給申請には領収書も必要ですので お持ちください。



4
月
か
S

溜
野
町
‘
駅
前
に

四
月

一
日
か
ら
、
上
田
市
に
も
パ

ー
キ

ン
グ

・
チ

ケ
ッ
ト
制
度
が
砕
入

さ
れ
ま
す
。
海
野
町
通
り
は
北
側
に

十
六
台
分
、
南
側
に
十
五
台
分
、
上

田
駅
前
は
ロ
ー
タ
リ
ー
北
側

の
商
庖

側
に
五
台
分
の
駐
半
ス
ペ

ー
ス
が
設

け
ら
れ
ま
す

(
下
図
)。

マ

利

用

方

法

近

く
に
設
置
さ
れ
た

す。その方法として、計画策定委員会を設置し、

di民代表の皆さんに参II1Uしていた だ くとともに、

市民各層の ご意見をお聞 きする 「市長と語る会」

などの市民広聴会を予定 しています。

これまでに、婦人、 青年、高齢者、商工業 ・農

業 ・教育関係者などの各階層の市民懇談会を開催

して、ご意見をおうかがいしてきました。

発
給
機
か
ら
チ
ケ

ッ
ト
を
二

百
円
で

購
入
し
、
ト
阜

の
ウ
イ
ン

ド
ー

の
内
側

に
は
り
、
白
色
の
ワ
ク
の
中
に
駐
卓

し
ま
す
ご

時
間
に
限
リ
ま
す

)。

一

時
間
以
上
駐
半
す
る
と
、
駐
ぃ
半
述
反

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
立
く
だ
さ

B
V
 ・

問
い
合
わ
せ

⑫
0
1
1
0
)
 

上
回
詐
察
署

(
宮

-地区別 「市長と語る会Jを開催

4月からは、 自治会連合会単位を基本に、 市内

16会場で市長を囲み、明日の上田市を 考え語 り合

う「市長と語る会」を次のとお り開催し ます。 各

地域におい て、上田市の将 来計画、 日ごろおれ付

きの点など 「あたたかい心 のふれあうまち上田」

の明 日を考えるため、大勢の皆さんの参加 をお待

ちしてい ます。

じ〉問い合わせ 企画課(内線1222)

4月の「市長と語る会」日程表

ふ
総

屋
外
広
告
物
が
規
制
さ
れ
ま
す

ぷ

対象地区

東 部 地 区

神科地区

中塩田地区

神川地 区

※時間はいずれも午後 7時から 9時まで。

※上記以外の地区の日程については、次号以降で

お知らせします。

昨
年
三
月
に
開
通
し
た
上
田

バ
イ

パ
ス
|

|
四
月

一
日
か

ら
左
図
の

よ

う
に
、
県
屋
外
広
告
物
条
例
に
よ
り
、

屋
外
広
告
物
等

の
規
制
地
域
に
指
定

さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
自
然
環
境
を
保
ち
、
す

ば
ら
し
い
眺
め
を
雄
保
す
る
た
め
に

制
限
す
る
も
の
で
す
。

-
禁
止
地
域

ろ

公

と

日塩

き

4月10日開)

4月12日(7]<)

4月14日栓)

4月18日(火)

蛇
沢
大
橋

(住
吉
字
島
田
二
二

五
番
地
一
地
先
)
か
ら
秋
和
字

堂
屋
敷
一
二
九
六
番
地
二
地
先

と

キー抜き・ドアロック

しっかりと/

【8]E議うえだ1.3. 16 

盗難車両を使用して

凶悪な犯罪が各地で

起きています。

・上回警察署

ま
で
の
両
側
各
三
百
灯
以
内

こ
の
区
域
に
現
在
あ
る
広
告
物
等

は
、
十
二
か
月
聞
出
し
て
お
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
氏
名
、

事
業
ま
た
は
営
業
に
関
し、

自
分
の

住
居
、
事
務
所、

営
業
所
な
ど
に
表

示
す
る
も
の
で
、

十
平
方
灯
以
下

の

も
の
は
規
制
の
適
用
は
受
け
ま
せ
ん

0

・
許
可
地
域

市
道
川
原
柳
豊
里
線
と
の
交
差



司圃一 一

地区別「市長と語る会」を開催します

心のふれあうまち」を目指して「あたたかい
基本的施策を総合的かつ計画的に示す計画で、

実施計画の基礎となるものです。

b実施計画 基本計画に定めた基本的施策 を効果

的に実施するため、必要かつ具体的な施策事業

を財源的裏付けのもとに明らかにするものです。

-市民参加のまちづくりを目指す

後期基本計画の策定にあたっては、市民一人ひ

とりが「まちづくり」に積極的に参加していただ

くため、広く市民の皆さんのご意見、ご要望など

をお聞きして、市民参加に よる計画作り を進めま

一
月
に
行
わ
れ
た
高
齢
者
広
聴
会

市は、昭和60年に21世紀を展望した上田市の将

来の望ましい姿とその実現方策を示した「第 2次

上田市長期基本構想」を策定しました。平成 7年

度を目標年次として、その将来都市像を「あたた

かい心のふれあうまち」と定めています。

この構想、を具体化す るための基本的施策を示す

前期基本計画(昭和61年度~平成 2年度)を併せ

て策定し、総合的かつ計画的に市政を進めてきま

しfこ。

現在、この前期基本計画の進ちよく状況を踏ま

えつつ、最近の社会情勢、経済情勢の変化に対応

した後期基本計画(平成 3年度-7年度)の策定

準備を進めています。

.r長期基本構想」の構成

「第 2次長期基本構想、」は、基本構想、基本計

画、実施計画の 3部で構成されています。

[>基本構想 上田市の将来の望ましい都市像およ

び計画目標を定め、これを達成するための基本

的理念を定めています。

じ〉基本計画 基本構想を受けて 、その目標達成の

点
か
ら
蛇
沢
大
橋
ま
で
と
、
秋

和
字
堂
屋
敷
一
二
九
六
番
地
二

地
先
か
ら
国
道
一
八
号
と
の
交

差
点
ま
で
の
両
側
各
五
百
れ
以

内こ
の
区
域
に
現
在
あ
る
広
告
物
等

は
、
六
か
月
間
許
可
を
受
け
ず
に
出

上田バイパス屋外広告物規制図

仁コ禁止地域
協幽許可地域

し
て
お
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

自
分
の
氏
名
、
事
業
ま
た
は
営
業
に

関
し
、
自
分
の
住
居
、
事
務
所
、
営

業
所
な
ど
に
表
示
す
る
も
の
で
、
十

五
平
方
灯
以
下
の
も
の
は
規
制
の
適

用
は
受
け
ま
せ
ん
。

-
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課
(
内

線

1
3
8
7
)

川原柳豊里続

広報うえだ1.3. 16 [9) 



消
費
税
法
の
施
行
に
伴
い

し
尿
く
み
取
り
料
金
が

変
わ
リ
ま
す

四
月
一
日
か
ら
、
消
費
税
法
が
、

施
行
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
に
伴
い
、

し
尿
く
み

と
り
料
金
が
十
八

μ
あ
た

り、

百
二
十
二
円
(
現
行
百
十
八
円
)

に
改
定
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は、

次

の
早
見
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

-
問

い

合

わ

せ

上

田

地
域
保
健
環

境
施
設
組
合
清
浄
園

(
宮
⑫
2
3
3

9
)
 

し尿 くみ取り料金早見表 (消費税分を含む)

卜¥o E 1 E 2 E 3 E 4E 5 E 6 E 7 E 8 E 9 E 

OE 。7 13 21 27 34 40 47 54 61 

10E 68 74 81 88 95 101 108 114 122 129 

20E 135 142 148 156 162 169 175 182 190 196 

30E 203 209 216 222 230 236 243 250 256 264 

40E 270 277 283 290 297 304 311 317 324 331 

50E 338 344 351 357 365 372 378 385 391 399 

60E 405 412 418 425 433 439 446 452 459 466 

70E 473 479 486 493 500 507 513 520 526 534 

80E 540 547 554 560 568 574 581 587 594 600 

90E 608 615 621 628 634 642 648 655 661 668 

聞

春

の
道
に

ス
ノミ

イ
ク
は
不
要
/-

街
は
す
っ
か
り
春
の
装
い
と
な
り

ま
し
だ
が
、
ま
だ
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

で
路
面
を
「
ガ
リ
ガ
リ
」
と
削
っ
て

走
る
車
を
男
か
け
ま
す
。
消
え
だ
道

路
の
白
線
引
き
も
始
ま
り
ま
す
。
今

す
ぐ
普
通
タ
イ
ヤ
に
は
き
替
え
る
か
、

ピ
ン
抜
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

(
単
位
/
円
)

「脱
ス
パ
イ
ク
」

大
き
く
前
進

¥ Oi 100 i 200 i 300 i 400 i 500 i 600 i 700 i 800 i 900 i 

o i 。680 1350 2030 2700 3380 4050 4730 5400 6080 

1000 i 6800 7420 8140 8760 9480 10090 10820 11430 12150 12880 

2000 i 13490 14210 14830 15550 16170 16790 17510 18230 18950 19570 

3000 i 20290 20910 21630 22250 22970 23590 24310 25030 

(単位/円)
一
世

ス
パ

イ
ク
タ
イ
ヤ
の
販
売
が
再
来

年
の
三
月
で
中
止
さ
れ
る
こ
と
が
決

ま
り
、
脱

ス
パ

イ
ク
運
動
は
大
き
く

前
進
し
ま
し
た
。
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

装
着
率
は
つ
い
に
五

O
%
を
割
り
、

少
数
派
と
な
り
ま
し
た。

そ
れ
に
比
例
し
、
粉
じ
ん
量
の
目

安
で
あ
る
降
下
ば
い
じ
ん
量
も
少
な

く
な
り

つ
つ

あ
り
ま

す

(
左
表
)。

し
か
し、

厳
冬
期
で
も
雪
が
な
い

表の見方=例 えば785.eの場合、表②で700.eの

欄 を見 ると 4，730円、ま た表①で85.eの欄 を見る と

574円です。この両方を合計した額5，304円が、 料

金にな ります。

[1 Q] 広報うえだ、 1.3.16 
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ー
ン
を
使
、
つ
な
ど
し

て
、
ス
パ
イ
ク

禁
止
時
代
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

ビ
ン
抜
き
機
の

利
用
を
/

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
も
ピ
ン
抜
き
を

す
れ
ば
、
普
通
タ
イ
ヤ
と
し
て
堂
々

と
使
え
ま
す
。

市
で
は
、
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
ピ

ン
抜
き
機
を
無
料
で
お
貸
し
し
て
い

ま
す
。
電
気
ド
リ
ル

を
利
用
し
た
上

田
方
式
の
ピ
ン
抜
き
機
は
だ
れ
で
も

簡
単
に
使
え
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い

0

・
問
い
合
わ
せ

線

1
3
8
9
)

(お
わ
り
)

生
活
環
境
課

(内

( t/km'・30日)

降
下
ば
い
じ
ん
量
(
棒
グ
ラ
フ

80 

60 

1111 

1111 

1111 

111I 

111I 

111I 

111I 

1111 

1111 

111I 

1111 

1111 

111I 

111I 

1111 

1111 

1111 

111I 

111I 

111I 

111I 

1111 

1111 

111I 

1111 

1111 

111I 

111I 

111I 

1111 

1111 

111I 

1111 

1111 

111I 

1111 

1111 

111I 

111I 

J9t 

〆ー

通

安

全

子
ど
も
の
安
全
教
育

ま
ず
親
が
お
手
本
を

こ
れ
か
ら
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小

学
校
へ
あ
が
る
子
ど
も
た
ち
は
、
厳

し
い
交
通
事
情
の
中
で
生
活
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
、
つ
に
教
え
る
こ
と
は
重
要
か
っ

急
務
で
あ
リ
ま
す
。
子
ど
も
の
交
通

安
全
教
育
は
、
家
庭
に
占
め
る
役
割

が
大
き
く
、
親
の
し
つ
け
の
大
切
さ

が
強
調
さ
れ
ま
す
。

-
親
は
子
ど
も
に
と

っ
て
最
高
の
モ

デ
ル子

ど
も
は
、
親
を
見
て
育
つ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
交
差
点
な
ど
で
、

信
号
を
平
気
で
無
視
す
る
よ
う
な
親

で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
親
が
ま

ず
、
ル

l
ル
を
守
る
こ
と
が
大
切

0

・
「
と
び
出
し
」
は

絶
対
に
さ
せ
な
い
し
つ
け

子
ど
も
の
交
通
事
故
の

ト

ッ
プ
は

「
と
び
出
し
」
で
す
。
{
永
か
ら
半
径

二
百
訂
以
内
で
約
七

O
%
発
生
し
て

い
ま
す
。

道
路
で
は
遊
ば
な
い
、
車
の
前
後

へ
の
と
び
出
し
に
注
意
す
る
、
左
右

の
安
全
を
確
認
し
て
か
ら
渡
る
な
ど
、

繰
り
返
し
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

スパイクタイヤ装着率と

降下ばいじん量の変化
(%) 

80 

60 

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
装
着
率
(
折
れ
線
グ
ラ
フ
)

川
川
V
I
A川
m

k

J
州
川

V
』
山
川

v
h川
柳
町
。

交
通
安
全
啓
発
ポ
ス
タ
ー

入
選
作
ロ
回
、
か
決
定

交
通
対
策
課
で
市
内
の

小
中
学
校

か
ら
募
集
し
た
交
通
安
全
啓
発
ポ
ス

タ
ー
。
次
の
皆
さ
ん
の
作
品
が
決
ま

り
ま
し
た
。

-
入
選

マ
佐
藤
宏
(
西
小
四
年
)

マ
中
沢
貴
子
(
西
小
六
年
)

マ
山
浦
美
奈
子
(
六
中
一
年
)

マ
六
川
淳
子
(
六
中
二
年
)

-
佳
作

マ
成
沢
清
香
(
西
小
四
年
)

マ
清
水
奈
津
子
(
西
小
六
年
)

マ
関
さ
お
り

(六
中
二
年
)

(敬
称
略
)

な
お
、
入
選
作
品
に
つ
い
て
は

市
役
所
ロ

ビ
l
に
三
月
下
旬
か
ら
展

示
し
、
今
後
交
通
安
全
運
動
推
進
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

40 40 

子どもを突通事故から守る運動

20 

。
元

年

2
月

日
年
2
月

臼
年
2
月

20 

。

3月27日(月)，，-，4月5日制

①新入学(閤)児の事故防止

②学年末休み、新学期における

事故防止

③通学路の点検

幅
四

本
・
文
庫
本
百
十
五
冊
、
漫
画
単
行

本

六

十

巻

福

祉
施
設

へ

マ
匿
名

ふ
す
ま
紙
三
本
、
安
全
靴

一
足
、
ス
ケ
ー
ト
靴

一

足

福

祉
施

設
へ

マ
幅
力

l
シ
ョ
ッ
プ
・
エ

l
ス
様

三
万
一
千
八
十
五
円

社

会
福
祉
基

金
積
立
金
と
し
て

マ

匿

名

五

万

円

社

会
福
祉
基
金

積
立
金
と
し
て

マ
日
本
ア
イ
・
ビ

l
・
エ
ム
側
様

点
字
プ
リ
ン
タ
ー

一
台
点
字
図
書

の
充
実
・
増
加
に

マ
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
長
野
第
二
十
五

回
様

一

万

五

千

円

社

会

福

祉

基

金
積
立
金
と
し
て

広報うえだ、 1.3.16 

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

新
役
員
決
ま
る

「
上
田
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
総
会
」
が
先
月
二
十
三
日
、
市
役

所
で
聞
か
れ
、
昭
和
六
十
三
年
度
実

施
事
業
の
報
告
や
平
成
元
年
度
事
業

計
画
を
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
席
で
役
員
の
改
選
が

行
わ
れ
、
新
役
員
に
次
の
四
名
が
決

ま
り
ま
し
た

(敬
称
略
)。

マ

会

長

小
林
三
夫
(
東
部
)

マ
副
会
長
荻
原
袈
裟
男
(
豊
殿

)

マ

遠

藤

直

人

(
浦
里

)

マ

河
原
み
や

(婦
団
連
)

" 
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上
小
児
童
生
徒
版
画
展
が
、
二
月
二
十
五
日
か
ら
同

二
十
八
日
ま
で
山
本
鼎
記
念
館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
展

一
小
作
品
は
、
上
小
地
区
の
小
・
中
学
校
か
ら
出
品
さ
れ

た
優
秀
作
約
二
行
八
十
点
。
遊
ぶ
友
人
の
姿
や
動
物
を

題
材
に
し
た
も
の
な
ど
、
い
き
い
き
と
し
た
力
作
ぞ
ろ

い
と
あ
っ
て
、
訪
れ
た
市
民
の
目
を
ひ
い
て
い
ま
し
た
。

殺 l

ちょっと寂しい最終日

昨年12月 4日にオープンした市民の森公園

のスケート場。 2月26日(日)は今シーズン最後

の日でしたが、小雪が舞う肌寒い日だったた

め、いつもの日曜日よりスケー トを楽しむ家

族連れも少なめでした。 なお、今シーズンに

同スケート場を 利用した人は3万7千人です。

、‘.，.，
a--a弘
、
唾

g
s
'
a
s

‘、也事畠
e
s
，・5
‘唱も‘.

1
1
1
.、
商
庖
街
も
ひ
っ
そ
り

恥
喝

、』ι

明暗闇鞠醐蝋燭醐嚇軸咽軸勘鳩岡晦鋤軸馳伺醐恥醐脚酬酬 6酔醐偽

昭和天皇の告別式「大喪の礼」が

行われた 2月24日、中央商庖街は一

斉に弔旗を掲げました。 シャ ッター

を降ろした屈も目立ち、ひっそりと

した日でした。(写真=海野町通り)

【12J

商
業
統
計
調
査

広
報
用
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

広報うえだ 1.3.16 

商
業
統
計
調
査

(通
産
省
が
三
年

に
一
度
実
施
)
が
、
今
年
は
飲
食
庖

を
対
象
に
十
月
一
日
現
在
で
全
国
一

斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
調
査
の
円
滑

な
実
施
を
図
る
た
め
の
広
報
用
ポ
ス

タ
ー
を
次
に
よ
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
規
格
縦
印
句
、
横
山
M

Hン

(A

2
版
、
縦
長
に
使
用
)

マ
使
用
す

る
色
四
色
以
内
(白
は
含
め
な
い

)

マ
入
れ
る
文
字
「
通
商
産
業
省
」

1

商
業
統
計
調
査
(
一
般
飲
食
庖
)」

「
平
成
元
年
十
月
一
日
」
マ
応
募

期

限

四

月

二

十

日

附

マ

応

募

先

干
捌
長
野
市
大
字
南
長
野
六
九
二

l
二
長
野
県
総
務
部
情
報
統
計
課

マ
そ
の
他
ポ
ス
タ
ー
裏
面
に
住
所
、

氏
名
、
職
業

(学
生
は
学
校
名
、
学

年
)
を
必
ず
明
記
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
統
計
係
(
内
線
1
2
2
6
)

県
工
業
技
術
大
学
講
座

受
講
生
を
募
集

企
業
の
技
術
系
人
材
の
能
力
開
発

と
育
成
を
目
指
し
、
今
年
も
三
十
一

の
コ

ー
ス
で
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

市
内
で
は
、
信
州
大
学
繊
維
学
部
で

長
期
技
術
者
研
修
上
田
コ

i
ス
(
機

械
工
学
科
・
夜
間
)
か
開
催
さ
れ
ま

す
。



市は、昭和62年度より歴史の散歩道整

備事業を進めています。城下町の雰囲気

を味わいながら、ゆっくり散策してもら

うのがねらい。現在、上田高校の堀沿い、

市役所駐車場東側(=写真)、城跡公園

入口の道路沿いを今月末完成を目指して

工事中です。さ あ、 あなたはだれ と

歴
史
の
散
歩
道

ゆ
っ
く
り
歩
こ
う

. 
0 

あらつ、これはおもしろい

第 5回「市民文化創造祭」が 2月26日

から 3月 5日まで 文化セン ターなどで

開催されました。(中央公民館など主催)

展示コーナーでは、発明作品、絵画、版

画、写真、七宝焼(=写真)など18のグ

ループから出展。訪れた市民の関心を呼

んでいました。

マ
対
象
者
技
術
分
野
で
二
年
程

度
の
実
務
経
験
者
マ
期
間
五
月

か

ら

翌

年

二

月

ま

で

マ

定

員

初

人
マ
申
し
込
み
四
月
二
十
二
日

出
ま
で
に
長
野
県
工
業
技
術
大
学
校

講
座
事
務
局

(
8
0
2
6
2
⑧
5
4

5
5
)
ま
で

論

マ
と
き
四
月
十
日
間
午
前
十

時
1
午

後

三

時

マ

と

こ

ろ

上

田

西

武

(

三

階

)

マ

内

容

行

政
に
対
す
る
苦
情
、
要
望
な
ど

募集
議案
渓
募集
議案
議選
議案
渓
募集
診察
渓
券業
診察
募集
勢薬
務象
深
淡
淡
募集
渓
派
議寒
波
凝
議案
決
議案
深
券業
務象
深
議選
議案
診察
議冬
彦象
深
募集
議案
議送
業冬
募集
凝
議案
診察
議象
深
議寒
波
募集
凝
議選
議案
議案
診察
深
深
募集
議案
募集
護送
募集
募集

昭和22年の

小県蚕業学校

マミP

企
染
谷
台
か
ら
の
学
校
全
景

‘
周
囲
は
住
宅
で
ぎ
っ
し
り

お話

山辺裕夫さん
(58歳・ 国分〉

初
め
て
の
空
襲

校
舎
が
災
上

昭
和
十
九
年
十
二
月
九
日
午
後
八

時
ご
ろ
、

B
mが
上
田
市
を
来
襲
し
、

小
県
蚕
業
学
校
(
現
上
田
東
高
)
に

焼
夷
弾
を
投
下
し
ま
し
た
。

こ
の
た

め
、
校
舎
と
蚕
室
が
全
焼
、
寮
の
み

が
わ
ず
か
残
り
ま
し
た
。
写
真
は

そ
の
後
に
再
建
さ
れ
た
校
舎
の
全
景

で
す

(昭
和
二
十
二
年
)。

上
田
市
が
初
め
て
空
襲
を
受
け
る

こ
と
と
な
っ
た
こ
の
夜
、
い
き
な
り

「ド

l
ン
」
と
い
う
音
が
一
帯
に
響

き
ま
し
た
。
大
根
漬
け
を
し
て
い
た

祖
母
は
、
火
を
吹
く
油
脂
焼
夷
弾
の

様
を
見
て
、
ま
る
で
「
花
火
の
よ
う
」

だ
っ
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
こ
の
と
き
、
同
校
の
二

年
生
。
焼
け
残
っ
た
寮
が
、
急
き
ょ

教
室
に
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
画

板
が
机
の
代
用
に
。
当
時
は
、
食
う

や
食
わ
ず
の
毎
日
。
む
し
ろ
学
校
よ

り
も
「
食
糧
増
産
」
で
農
作
業
に
刈

り
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

※
古
い
写
真
は
、
沓
掛
英
男
さ
ん
(
青

木
村
)
の
提
供
で
す
。

広報うえ万、 1.3.16 [13] 



市
役
所
の
代
表
電
話

r(幻
)
4
1
0
0

消
費
生
活
講
座

今
回
は
「
石
油
L

が

テ
ー
マ

市
で
は
、
例
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経

済
研
究
所
石
油
情
報
セ
ン
タ
ー
の
協

力
を
得
て
、
次
に
よ
り
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
。

マ
と
き
三
月
二
十
四
日
幽
午
後

二
時
か
ら
四
時

マ

と

こ

ろ

中

央

公
民
館
三
階
大
会
議
室
マ
定
員

百

人

マ

内

容

石

油
情
報
セ
ン
タ

ー
所
長
高
橋
嘩
さ
ん
に
よ
る
講
演

「石
油
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
」

マ

申
し
込
み
生
活
環
境
課
(
内
線
1

3
9
0
)

へ

高
齢
者
学
園
の

学

生

を

募

集

健
康
で
学
習
意
欲
お
う
盛
な
か
た

な
ら
ば
、
ど
な
た
で
も
入
学
で
き
ま

す。
マ
応
募
資
格

市
内
に
住
み
、
お

ド
お
む
ね
六
十
歳
以
上
の
人
マ
学
習

内
容
一
般
教
養
、
創
作
実
技
、
ス

ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

(詳
細
は
入
学
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ

い
)
マ
学
習
期
間
五
月
か
ら
来

年
三
月
ま
で
(
十
八
日
間
、
一

日
四

時

間

)

マ

教

室

高

齢

者

福

祉
セ

ン
タ
ー

マ

定

員

約

八

十

人

マ

申
し
込
み
四
月
一

日
出
よ
り
同
二

十
八
日
幽
ま
で
に
、
社
会
課
、
高
齢

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
各
公
民
館
、
各

支
所
へ
(
必
要
書
類
が
あ
り
ま
す
)

・
問
い
合
わ
せ
社
会
課
(
内
線
1

6
2
1
)
 

4
月
か
ら
移
転
し
ま
す

高
年
齢
者
職
業
相
談
室

こ
の
た
び
市
の
組
織
改
革
の
一
環

と
し
て
、
高
年
齢
者
職
業
相
談
室
を

現
在
の
西
庁
舎
か
ら
、
左
記
へ
移
転

す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

マ
所
在
地
上
田
勤
労
者
福
祉
セ

ン
タ
ー

一
階
(
中
央
四
l
九
ー

ニ

マ
移
転
月
日
四
月
一
日
出
マ
業

務
内
容
高
年
齢
者
の
職
業
相
談
(
求

職
相
談
)
、
事
業
所
へ
の
求
人
訪
問

・
問
い
合
わ
せ
上
回
公
共
職
業
安

定
所
(
宮
⑫
6
3
6
3
)
か
市
労
政

課
(
内
線

1
4
1
1
)

声
'
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

朗
読
奉
住
者
を
募
集

「
つ
く
し
の
会
」
は
、
視
力
に
障

害
の
あ
る
か
た
な
ど
を
対
象
に
本
を

朗
読
し
、
そ
れ
を
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ

に
録
音
し
て
貸
し
出
し
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
で
す
。

図
書
館
で
は
、
朗
読
の
基
礎
か
ら

学
ぶ
初
期
研
修
会
を
四
月
か
ら
九
月

ま
で
の
第
二
土
曜
日
に
聞
き
ま
す
。

こ
の
研
修
会
に
参
加
し
た
後
、
「
つ

く
し
の
会
」
に
加
入
し
て
活
動
し
て

い
た
だ
け
る
か
た

(勤
務
の
な
い
人
)

を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

マ
募
集
期
限
三
月
三
十
日
附
ま

川

で

マ

募

集

人

員

十

人

マ

研

修

川

期

間

四

月

1
九
月
の
第
二
土
曜
日
川

(午
後
一
時
か
ら
二
時
三
十
分
)

マ
申
し
込
み
図
書
館

(
宮
⑫
0

8
〈

8
0
)
 

-
5
月

5
己
子
ど
も

ま

つ

り

一

圃
ジ
ュ
二
戸
ス
タ
ッ
フ
を

一

圃

募

集

一

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

仰

み
に
し
て
い
る
「
第
十
八
回
こ
ど
も

.

ま
つ
り
」
が
、
今
年
も
五
月
五
日
、

上
回
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
ど
も
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
は
、

運
営
か
ら
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
高

川

校
生
の
ス
タ
ッ
フ
と
当
日
子
ど
も
た

…

時

…

十

例

附

8

き

万

子

日

昔

ち
の
ま
と
め
役
と
な
っ
て
運
営
の
お

川

前

と

mw
b

口

引

手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け
る
中
学
・

川

.

件

会

b
時

i

月

舎

一

仕

員

1

階

4

T

高
校
生
の
ス
タ

ッ
フ
を
募
集
し
て
い

〉
一

日

委

)

後

3

…

町

ま
す
。
あ
な
た
も
、
五
月
の
青
空
の

川
目

1

業

制

午

舎

き

…

J
R
月

農

約

も

庁

)

も
と
、
楽
し
く
一

日
を
過
ご
し
て
み

…
翻

4

…

予

れ

本

ω
∞

b

こ

ま
せ
ん
か
。

い
一

相

…

ろ

(

ず

…

日

と

川
〉

き

こ

談

い

ろ

線

談

kv

・
申
し
込
み

一
の

と

と

相

倒

こ

内

相

7
3
2
)

へ

一
月
b

b

緯

旧

と

(

律

時

ー

法

m
m
k
v
課

法

4

・

4
談

午

の

・

境

の

ら

一

相

正

上

倒

分

環

物

か

一

題

ら

活

日

初

活

建

時

聞

か

生

H

時

生

・

1

地

分

常

月

3

…

地

後

農

初

日

4

ら

先

土

午

①

②

③

 

[14] 広寂うえ万 1.3.16 

第9期

納期限は 3月31日(創です。

よろ しくお願い します。

-収税課(内線1304)

国民健康保険税

青
少
年
課

(内
線
1



忘
れ
ず
に
受
け
て
ね

犬
の
登
録
と
予
防
注
射

「
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
」

が
、
四
月
五
日
附
か
ら
同
二
十
五
日

ωま
で
市
内
を
巡
回
し
て
行
わ
れ
ま

す
。
対
象
は
、
生
後
九
十
一
日
以
上

の
飼
育
犬
す
べ
て
で
す
。

マ
日
時
・
場
所
自
治
会
を
通
し

て
、
各
戸
に
配
布
し
た
ち
ら
し
に
日

程

表

が

あ

り

ま

す

マ

手

続

き

先

の
ち
ら
し
に
付
い
て
い
る
「
犬
の
登

録
票
・
注
射
済
票
交
付
申
請
書
」
に

記
入
、
押
印
し
、
最
寄
り
の
会
場

へ

(飼
い
犬
と
と
も
に

)

マ
料
金

登
録
料
金

1
一
頭
に
つ
き
二
千
百
円、

注
射
料
金

1
一
頭
に
つ
き
二
千
八
百

円

マ

そ

の

他

期

間

中

、

受

け

ら

れ
な
い
場
合
、
五
月
以
降
、
獣
医
師

が
戸
別
訪
問
し
て
注
射
を
行
い
ま
す

(訪
問
料
が
一
軒
に
つ
き
千
五
百
円

が
加
算
さ
れ
ま
す
)。

-
注
意
事
項
と
マ
ナ
ー

①
年
度
ご
と
に
一
回
の
登
録
と
注
射

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
犬
の
鑑
札
と
注
射
済
票
は
、
紛
失

し
や
す
い
の
で
、
犬
の
首
輪
に
つ
け

ま
し
ょ
う
。

③
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
制
施
行
苅
周
年
記
念

真
田
武
者
行
列
の
参
加
者
を
募
集

第
八
回
「
上
田
真
田
ま
つ
り
」
が

四
月
二
十
二
日
出
、
二
十
三
日
目
に

行
わ
れ
ま
す
。
ま
つ
り
の
メ

ー

ン、

真
田
武
者
行
列
は
二
十
三
日
。
そ
の

参
加
者
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

今
年
は
市
制
施
行
七
十
周
年
記
念

と
し
て
、
大
阪
堺
鉄
砲
研
究
会

(
稲

富
流
)
に
よ
る
古
式
銃
演
式
が
登
場

し
ま
す
。真

田
武
者
行
列

マ
日
時

四
月
二
十
三
日
間
午
前
七

時
三
十
分
集
合

(着
付
)

j

同
十
時

記
念
式
典
参
加

i
同
十
時
三
十
分
出

陣
式

1
同
十
一
時
十
分
行
列
出
発

1

午
後
一
時
二
十
分
終
了

ま
た
、
鳴
き
声
に
は
注
意
し
、
ス
ト

レ
ス
が
た
ま
ら
ぬ
よ
う
十
分
に
運
動

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
運
動
の
と
き
も

引
き
綱
を
つ
け
、
必
ず
フ

ン
の
後
始

末
を
し
ま
し
ょ
う
。

④
犬
が
死
亡
、
行
方
不
明
の
場
合
、

ま
た
は
飼
い
主
の
変
更
・
転
出
の
場

合
は
、
生
活
環
境
課

へ
ご
連
絡
を

0

・
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課

(内

線

1
3
8
7
)

マ
コ
ー
ス

上
田
城
!
大
手
町

松

尾
町

上
田
駅
l
原
町

海

野
町
|

上
回
城

マ
規
模
七
十
周
年
記
念

パ
レ
ー
ド

百
七
十
人
、
武
者
行
列
二
百
人
、
民

踊
流
し
三
百
人
な
ど

-
募
集
内
容

①
募
集
す
る
の
は
次
の
武
者
隊
約
百

人
で
す
。
真
田
幸
村
隊
十
三
人

(
大

将
の

み
騎
馬
)、
真
田
昌
幸
隊
十
三
人

(同
)、真
田
幸
隆
隊
十
六
人
(
同
)、

真
田
信
之
隊
十
三
人

(
同
)、
矢
沢
頼

綱
隊
十
三
人

(
同
)、
真
田
大
助
隊
二

十
人
(
子
ど
も
歩
行
隊

)、
真
田
十
勇

士
隊
十
一
人

(
歩
行
隊
)

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

ク
ラ
ブ
員
を
募
集

不
用
品
登
録
情
報

-
ゆ
ず
り
ま
す

マ
対
象
勤
労
青
少
年
で
、
市
内
…
マ
歩
行
器
無
料

在
住
か
、
市
内
事
業
所
に
勤
務
す
る

〈
マ
ベ

ビ
l
パ

ス

無

料

三
十
歳
未
満
の
人
マ
募
集
ク
ラ
ブ

い
マ
ラ
ン

ド
セ

ル

無

料

①
マ

ン
ド
リ

ン

(毎
週
木
曜
日
、
午

~
マ
ヘ
ル
メ

ッ
ト

二
万
円

後
七
時
四
十
五
分

i
九
時
、

場
所
は

(
マ
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ

ッ
ド

三
千
円

同
ホ
ー
ム
)
②
バ
レ

ー
ボ
ー
ル

(
毎

い
マ
シ

ン
グ
ル
ベ

ッ
ド

無

料

週
水
曜
日
、
午
後
七
時

1
九
時
、
場
~
マ
学
習
机
、
い
す
無
料

所
は
市
民
体
育
館
)

V
申
し
込
み

(
マ
ス
キ

l
靴
、
ス
ケ
ー
ト
靴

無

料

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

(
包
⑫
7
1
1
V
マ
電
気
ミ

シ

ン

無

料

八

千

円

7
)

川
マ
プ

ロ
パ
ン
用
ガ
ス
ス

ト

ー

ブ

無

J

料
〉
マ
百
科
事
典

(
日
巻
)

四
万
円

胡

剥

湖

鱒

説

明

炉

開

線

、

副

総

議

議

河

強

引

議

総

慾

騨

叙

説

溺

般

市

副

総

け

宗

一

?
3
i
S
3
2
1
5
i
I
3
i

〈
マ
ビ
デ
オ

(ベ

ー
タ

)

一

万

円

②
隊
の
参
加
は
原
刷
と
し
て
、
事
業

い
マ
ベ

l
タ
用
テ
ー
プ

(
初

本

)

六

所
、
グ
ル
ー
プ
な
ど

(
十
勇
士
隊
は

川
千
円

個
人
参
加
も
可
能
)

〈
マ
コ

ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー

八
千
円

③
参
加
負
担
金
は
、
真
田
幸
村
隊
な

い
・
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

ど
の
騎
馬
隊
は
馬
借
上
料
五
万
円
、
~
マ
ベ

ビ
l
ベ
ッ
ド

マ
ベ

ビ
l
ラ

ッ

真
田
十
勇
士
隊
は
一
人
三
千
円
を
負
川
ク
マ
ベ
ビ
ー
カ
ー

マ
滑
り
台

担

川
一〉

子
ど
も
服
マ
幼
児
用
食
卓
い
す

・
申
し
込
み

…
マ

洗

濯

機

マ

冷

蔵

庫

マ

電

気
オ

参
加
申
込
書

(
観
光
課
に
あ
り
ま

川
ル

ガ

ン

マ

カ

ラ

ー
テ

レ

ビ

マ

ズ

す
)
に
記
入

の
う
え
、
四
月
三
日
仰
い
ボ
ン
プ
レ

ッ
サ
l

マ
電
気
敷
毛
布

ま
で
に

「
干
蹴
市
内
大
手
一
ー
ー
十
九
マ
婦
人
用
自
転
車
マ

二
段
ベ

ッ
ド

一ー
l
十
六

上
田
市
役
所
観
光
課
内

一
一
〉
食
器
戸
棚

マ
剣
道
用
具
一
式
(中

上
田
真
固
ま
つ
り
"実
行
委
員
会
事
務

川
高
生
用
)

マ
サ
イ
ド
ボ
l
ド

局

(
内
線

1
4
2
2
)」
へ
お
送
り
く

〈
・
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課

(
内

だ
さ
い
。

川一
線
1
3
9
0
)
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30分まで。

1>持ち物 母子健康手帳、問診票(赤ちゃん手帳

の中に綴り込んであります。会場にも用意)

b注意事項 ①赤ちゃん手帳の中に、接種前後の

注意事項がありますので、ご覧 ください②この予

防接種と三種混合 、麻しんおたふくかぜ風しん混

合の子防接種の時期が同じなので、間隔にご注意

ください。 (麻しんおたふ くかぜ風しん混合は、

接種後 1か月間、三種混合は 2週間、 他の予防接

種が受けられません)

-4月の乳幼児健康診査
受付時間 いずれも午後 1時 -2時。

持ち物 母子健康手帳、パスタオル(4 ・10か月

児)、歯ブラシ(1歳 6か月児)。また、 1歳 6か

月児と 3歳児は、赤ちゃん手帳の中にある健康

診査票を記入 してお持ちください。

マ
と
き
三
月
二
十
六
日
制
午
後

一
時
三
十
分

(第
一
回
)
、
午
後
四

J

時

(第
二
回
)

マ

と

こ

ろ

同

館

川
文
化
ホ
l

ル

マ

内

容

人

形

ミ

ユ

ハ
l
ジ
カ
ル
「
ま
ん
が
孫
悟
空
」
マ

川
入

場

料

フ

ァ

ミ
リ
ー
券
千
円
(
親

川
子
三
人
ま
で

)

・

申

し

込

み

同

川
館
ま
で

電
話
(
包
⑧
1
1
1
1
)で

ど
う
ぞ親

子
映
画
劇
場

ま

1

-

B

d

メ

I

昨
怖
い
マ

と
き
三
月
二
十
九
日
制
か
ら

日

で

も

侃

訂

ま

人

仏

同

九
同
三
十
一
日
幽
ま
で
マ
上
映
作
品

目

今

日

'一

吟

(
午
前
の
部

l
「
リ
ラ

の
目
の
な
み
だ」

L
L-

マι
、

品
川

年

で

受

い

分

〉

「
十
一
び
き
の
ね
こ
と
あ
ほ
う
ど
り
」

+水

LKY-

-

一

一
一
柿

M

M

一一

一
午
後
の
部

1
「
オ
バ
ケ
ち
ゃ
ん
」
「
キ

か

歳

凪

隔

い

一

ュ
l
リ
l
夫
人
」
マ
上
映
時
間

日

4

1

間

後

一

午

前

十

時

1
同
十
一
時
五
十
分
、
午

1

(

は

の

o

午

川

月

ん

た

上

す

も

一
後

一
時
j

同
二
時
三
十
分
、
午
後
三

7

さ

ま

以

ま

と

J

時
1
同
四
時
三
十
分
マ
入
場
料

年

も

間

し

日

湯

川

昨

ど

い

迦

与

釘

~
七
百
円

マ

会

場

同

館

文

化

ホ

l

和

子

な

6

投

各

ハ

ル

マ

受

付

当

日

、

会

場

で

受

け

百

二

、

3

凡

日

い

い

か

法

相

間

一
付
け
ま
す

(各
回
と
も
三
十
分
前
か

者

ま

け

)

方

回

時

~
ら
)

マ

そ

の

他

中

学
生
以
下
は

当

生

受

す

与

2

種
山
呆
護
者
同
伴
で

闘

に

も

ま

投

つ

接

川

b

で

回

み

b

ず

kv

平成元年度ポリオ(小児まひ)予防接種日程表(春期)

LヱスA 士最 オノ: I接百種羽日 対 象 地 区

塩田母子健康セ ンター 4 5 塩 l封地 区
月7 2月3 

川西社会制祉セ ンター (金日) (日火; 川 西地 ["，:

東部 (踏入 ・泉町・上常田・

中常国・下常田・北常

回・材木町・常入)

4 [ 5 
中央 (横町・海野町・原町・

上田市保健セン ター
袋町 ・馬場町・田町・

月 月 丸堀町・木町・北大手)
(市役所南庁舎 2階)

西部 (下紺屋町 ・鎌原・西脇・
11 25 

新町・諏訪部・生塚・

日日 常磐町・ 緑が丘・新屋・

(火:(木)
緑が丘北 ・繰が丘西・

城北)

上野 が 丘 公 民館 神科・ 豊殿地区

伸川地 区公 民館 神川地区

南部 (南天神町 ・泉平・ 北天

神町・ 松尾町・鷹匠町・

本町 ・末広町・大手町)

上田市保健センター 4 [ 5 北部 (上川原柳町・下川原柳

(市役所南庁舎 2階) 月 月 町・ 愛宕町・上鍛冶町・

18 30 
鍛冶町・上房山 ・下房

山 ・柳町・ 新田・ 上紺
日 日

屋町)
(火) (火) 塩尻 (秋和・上塩尻・下塩尻)

川 辺町 会 館 川辺・泉団地区

三 好町 会 館 城下地 区

上田市保健センター (市役所南庁舎 2階)

健診 実施日 対 象 Yc 

4月4日 63年[[月 [6日~川月 30日生
4 か月児

4月[9日 63年 [2月|日 一[2月[5日生

[0か月児
4月6日 63年 5月[6日一 5月3[日生

4月25日 63年 6月|日一 6月[5日生

|歳6か月児
4月5日 62年 9月[6日-9月30日生

4月26日 62年 [0月|日 -[0月[5日生

歳児
4月 7日 6[年 3月|日一 3月[5日生

3 
4月2[日 6[年 3月[6日-3月3[日生 l

(塩田地区)

63年[[月 [6日-[2月[5日生

63年 5月[6日一6月[5日生

6[年 2月 l日一3月3[日生

塩田母子健康センター

63年[[月 [6日一[2月[5日生

63年 5月[6日一 6月[5日生

62年 9月[6日一 [0月[5日生

(JII西地区)川西社会福祉センター

小児まひ予防

・ポリオ生ワクチンを投与

※1回目と 2回目 の間隔は、6週間以上あけてく ださい。

※駐車場が狭いので、車での来庁はなるべく ご遠慮、く ださし、。

春
休
み
は
創
造
館

へ

[161 

主
催
事
業
の
寮
肉
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